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　部分点を与える。
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△ABCと△DECにおいて
　仮定より　∠ABC ＝ 90°………………㋐　　　　　
　DE⊥CEだから　∠DEC ＝ 90°………㋑　　　　　
　㋐、㋑より　∠ABC ＝ ∠DEC……………………㋒
　仮定より　∠DAC ＝ 90°
　2点 A、Eが直線DCについて同じ側にあって、
　∠DAC ＝ ∠DEC だから、4点 D、A、E、Cは
　1つの円周上にある。
　同じ弧に対する円周角は等しいから
　　∠BAC ＝ ∠EDC…………………………………㋓
㋒、㋓より、2組の角がそれぞれ等しいから
　　　　△ABC ∽ △DEC

A（ 3 ， 8 ）、B（ －3 ， 2 ）だから、

直線ABの式を y ＝ ax＋b とすると
　8 ＝ 3a＋b ……………………………………………㋐
　2 ＝ －3a＋b …………………………………………㋑
㋐、㋑を連立させて解くと　a ＝ 1 、b ＝ 5

よって、直線ABの式は y ＝ x＋5 だから、
Cの y座標は　t＋5
Dはℓ上の点だから、Dの y座標は　－　t＋1
よって　CD ＝ t＋5 －　　　　　＝ 　t＋4（cm）

Eはm上の点であり、Eの y座標はBの y座標と等しいから、
Eの x座標を sとすると　　s2 ＝ 2

これを解くと、s ＞ 0より　s ＝ 　　よって　BE ＝ 　 （cm）

CD ＝ BE だから　　t＋4 ＝ 

これを解くと　t ＝ 

・部分点を与える。
・（＊）において、「こ
　のtの値は問題に適
　している。」という
　記述を省略している。
　この記述がなくても
　減点の対象とはしな
　い。
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　完答とし、2つとも
　正しい場合のみ点を
　与える。
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